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公益財団法人 富山市ファミリーパーク公社 



令和 7 年度 公益財団法人富山市ファミリーパーク公社事業報告 

 

 

【 概 要 】 

 

「人を元気に、森を元気に、いのちを元気に、地域を元気に」をコンセプトに動物や里山の

資源を活用するとともに、呉羽地域等との連携の強化を図り、市民が気軽に訪れ、楽しめ

る事業の充実に努めた。 

ライチョウ保護増殖事業は、昨年に引き続き、飼育繁殖技術の確立や人材育成を推進し、

国内では初となる野生（生息域内）の雄から採精した精液を使用した本園（生息域外）の雌

への人工授精を試みたが、孵化には至らなかった。 

ヨウム繁殖プロジェクト事業は、繁殖技術の確立に向けた取り組みを推進するとともに、

本園の職員を先進地へ派遣し研修を行った。また、国際協力機構（以下、JICA）の依頼に

より、ヨウムの保全に取り組んでいるウガンダ野生生物保全教育センター（以下、UWEC）

の職員の研修を受け入れた。 

さらに、「富山市ＳＤＧｓ未来都市計画」に関する取組に参画するなど、富山市や地域の

各種団体、大学、企業等と連携を図りながら、呉羽丘陵における拠点として多様な活用を

推進する事業を進めた。 

 

 

【 事業報告 】 

 

Ⅰ 公益目的事業 

1 施設管理事業 

（１） 入園者の状況 

令和 ７ 年度の入園者数は 286,575 人で、前年比 602 人の増加となった。 

 

行楽シーズンの４月や１０月における天候不順や長期間にわたる猛暑、さらに１月は

長期の寒波が発生し、日本海側を中心に大雪となった等から、令和 8 年 1 月末までの

入園者数は、前年同期比 15,068 人の減少となった一方で、令和 8 年 2 月から 3 月

は比較的天候に恵まれたことで、令和 7 年度の入園者数は前年度を上まわった。 

しかしながら、令和 7 年度の目標入園者数３００，０００人には到達しなかった。 

 

 

 

 

 



（２） 施設利用状況 （令和 7 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日） 

人　数（人） 金　額（円）

入　園　者 個 人 ・ 大 人 63,439 31,719,500 60,123 30,061,500

７ ０ 歳 以 上 376 94,000 418 104,500

団 体 ・ 大 人 7,049 2,819,600 7,767 3,106,800

共通パスポート 17,933 17,088

有 料 計 88,797 34,633,100 85,396 33,272,800

無 料 計 103,079 108,206

　※内、「孫とおでかけ
支援事業」利用者

　　　  16,336
　　 （5,301組）

　  16,769
　 （5,434組）

計 191,876 193,602

94,699 92,371

286,575 34,633,100 285,973 33,272,800

98,348 18,623,700 102,925 20,143,400

53,256,800 53,416,200

有
 
料
 
エ
 
リ
 
ア

無 料 エ リ ア 計

入    園    者    計

遊　具　使　用　者　計

合　　　　　　　　　　　計

区　　　　　　　分 人　数（人） 金　額（円）
前年度実績

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 動物管理事業 

動物飼育展示については、93 種 789 点（令和 8 年 3 月 31 日現在）を行った。こ

れらの動物の展示やガイドを通して、生物の多様性や人と動物の関わり、いのちの大

切さを伝えることに努めた。 

また、日本産動物及び希少野生動物の飼育展示の充実や繁殖技術の確立、日本在

来家畜家禽の保存活用に努めた。 

環境省のライチョウ保護増殖事業では、国内では初となる野生雄から採精した精液

による人工授精を、本園で飼育している雌で試み成功した。 

さらに、令和 4 年度にオープンした熱帯鳥類館「バードピア」では、絶滅危惧種であ

るカンムリシロムクの繁殖に成功した。 

 

飼育動物種数および点数（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

 種数点数 

飼育動物の種数 93 種 789 点 

内 訳 哺乳類 39 種 343 点 

 鳥類 39 種 288 点 

 爬虫類 7 種   20 点 

 両生類 3 種  124 点 

 魚類 5 種   14 点 

増加動物の種数 30 種  282 点 

減少動物の種数 34 種  198 点 

（公財）日本動物園水族館協会 血統登録動物の種数 21種   190点 

 

（１） 飼育展示事業【資料 1－②参照】 

コレクションプランに基づき、ヨウム（オス 2 羽、メス 1 羽）、フンボルトペンギン（メス 

３羽）、パルマワラビー（オス１頭）、ニホンイノシシ（メス１頭）などを他の動物園等から 

搬入するとともに繁殖に取り組み、展示の維持に努めた。さらに、繁殖したメンフクロウ

などで親子展示を行い、いのちの大切さを伝える展示に取り組んだ。 

 

（２） 繁殖・研究事業【資料 1－③参照】 

ホンシュウモモンガやオリイオオコウモリなどの日本産動物の継続的な繁殖に努めた。

また、国指定特別天然記念物のニホンライチョウや、国際希少野生動物であるフンボル

トペンギン、カンムリシロムクなどの繁殖を推進した。 

さらに、飼育・繁殖にかかわる調査研究によって得られた成果や情報を、JAZA の

会議などで発表した。 

 

 



繁殖を目的とした貸借契約動物 

借 り 受 け 

動    物 

【哺乳類】 

ユーラシアカワウソ (2) ・ワオキツネザル (1)・グレビーシマウマ (1)・      

シセンレッサーパンダ(3)・ヒツジ（13）・コモンリスザル(2)・アミメキリン(2)・

シンリンオオカミ(2)・チンチラ（1）・ミーアキャット(1)・ニホンカモシカ(1)・ 

アムールヤマネコ(1) ・パルマワラビー（1） 

【鳥類】 

カンムリシロムク（3）・ルリコンゴウインコ(2）・フンボルトペンギン（5）・    

ソデグロバト（6）・ヒワコンゴウインコ（ 1） ・アカコンゴウインコ（1） ・       

ミゾゴイ(1)・シロビタイムジオウム（1）・ヨウム（2）・パラワンコクジャク（1）・ 

オーストラリアガマグチヨタカ（1）、メンフクロウ（2） 

27 種 72 点 

貸 し 出 し 

動    物 

【哺乳類】 

グレビーシマウマ(2)・ミーアキャット(1)・アミメキリン(1） 

【鳥類】 

フンボルトペンギン(1)・オオタカ(2) 

5 種 7 点 

  

令和 7 年度に繁殖した動物（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

動  物  名 繁殖頭数 完全成育 繁殖区分 繁殖年月日 

カンムリシロムク 2 1 自然 4/25 

ホンシュウモモンガ 2 1 自然 5/8 

オリイオオコウモリ 1 1 自然 6/2 

メンフクロウ 4 4 自然 6/6(3)、6/16 

ホンドザル 2 2 自然 7/2、7/4 

オキナインコ 1 1 自然 8/2 

合計 12 10   

 

（３） 教育普及事業【資料 1－④参照】 

キリンやオオカミに餌を与えることができる「動物たちにゴハンをあげよう」を継続し 

て実施しているほか、モルモット・アヒル・ヤギのふれあいを実施した。 

また、季節に合わせて企画した催物や、「飼育の日」・「オウム・インコデー」・「世界カ

ワウソの日」・「ヤマネコの日」といった、動物園や希少種にちなんだ催物を開催し、幅広

い層の利用者に生物多様性や人と動物の関係、いのちの大切さを伝えることに努めた。 

また、「動物なるほど教室」や「じゅういのおしごと」を開催し、小中学校の総合的な学習

や大学の課外実習などを受け入れた。 



さらに、JAZA が主催する動物愛護に関する標語募集において、本園で応募の  

あった作品のうち中央審査で金賞 1 点、銀賞 1 点を受賞した。 

 

事   業   名 実施数 参加者数 

① どうぶつガイド   

キリンに木の葉をあげよう 101 回  2,866 名 

オオカミにお肉をあげよう 107 回  3,028 名 

② 子供動物園事業   

コンタクトコーナー（動物とのふれあい） 330 回 19,466 名 

動物なるほど教室 15 回 889 名 

親子クラフト教室 ２回 18 名 

③ ごっくんタイム 329 回 10,155 名 

④ 催し物事業   

ア 春イベント（3 月、４月） 

・第 2 回ファミパ動物選挙 投票期間 

 応援演説会 

 

23 日 

18 回 

 

4,875 票 

522 名 

イ 第 41 回富山市ファミリーパーク動物写生コンクール（4 月） 

・募集 

・表彰式（特選） 

・入賞作品展示 

 

67 日 

1 日 

95 日 

 

369 名 

31 名 

― 

ウ 飼育の日イベント（４月） 

・特別ガイド「動物病院たんけん」「調理室たんけん」 

・特別展示「飼育係・獣医のお仕事体験コーナー」 

 

2 回 

 

 

86 名 

 

エ ゴールデンウィーク（４月、５月） 

・ヒツジの毛刈り 

・クイズラリー「ファミパの見どころクイズラリー」 

 

3 回 

11 日 

 

550 名 

6,304 名 

オ 愛鳥週間 日本の鳥ガイド（５月） 2 回 33 名 

カ 世界カワウソの日イベント（５月） 

・絵本の読み聞かせ＆ランチトーク「カワウソクイズ」 

・動物ガイド「知って守ろう！カワウソ」 

 

2 回 

2 回 

 

28 名 

34 名 



キ オウム・インコデーイベント（6 月） 

・インコのためにおもちゃを作ってみよう 

・オウムインコデー特別クイズ大会 

 

2 回 

2 回 

 

28 名 

54 名 

ク 第50回動物愛護に関する標語の募集（JAZA主催）（7月） 

・ファミリーパーク推薦作品が金賞1点銀賞1点を受賞 
31 日 321 名 

ケ ドリームナイト・アット・ズー（７月） 

・特別ごっくんタイム（動物解説） 

・骨や毛皮を触ってみよう 

・モルモットのふれあい 

・障がい者乗馬体験 

 

1 日 

1 日 

1 日 

1 日 

 

193 名 

150 名 

150 名 

24 名 

コ 夏休みイベント（７月、８月） 

・暑さに負けるな！ひえひえおやつタイム 

・自由研究企画「この歯は何を食べるがけ？ 

～歯と食べ物で知る動物の違い」展示、ワークシート配布 

 

4 回 

30 日 

 

518 名 

189 枚 

サ 悠久の森 202５イベント（８月） 

・パネル展「さがそう！呉羽丘陵のいきもの」 

 

1 回 

 

 

シ ナイトズー（8 月、9 月） 

・動物スポットガイド 

 

4 回 

 

4,550 名 

ス 国際レッサーパンダデー（９月） 

・スペシャルごっくんタイム 

 

2 日 

 

97 名 

セ 輝け！いのちの集い 2025（９月） 

・パネル展  

・動物愛護に関する標語募集 パーク応募分展示 

 

1 日 

1 日 

 

 

ソ ヤマネコの日（10 月） 

・パネル展「守ろう！ツシマヤマネコ」 

・ガイド「見て知ろう！ツシマヤマネコ」 

 

30 日 

3 回 

 

 

   140 名 

タ 冬季イベント 干支展 2026「干支の動物 新春ウマガク」 

・パネル展「ウマい関係？人と馬」（１２月、１月） 

・特別ガイド「ウマウマクイズ大会」（１月） 

 

50 日 

2 回 

 

 

33 名 

チ 春イベント 第 3 回ファミパ動物選挙（３月） 

・投票期間 

・応援演説会 

 

16 日 

12 回 

 

 

 

 

505 名 

 



⑤ 教育事業（実習・研修）   

ア 小学校・中学校等 校外学習（総合的な学習など） 

・古沢保育所「ファミリーパーク里山自然体験」 

・園内解説「どうぶつ園のじゅうい」 

・古沢小学校飼育体験 

・社会に学ぶ「14 歳の挑戦」 

 

2 回 

9 回 

1 日 

3 校 

 

36 名 

631 名 

8 名 

   8 名 

イ その他実習 

・富山県立大学「１年教養ゼミ」 

・富山大学理学部基礎生物化学セミナー 

・富山国際大学こども育成学部「自然体験活動」 

・富山市教育センター 不登校支援事業  

動物のふれあい 

・UWEC 日本研修 富山市ファミリーパークの 

教育普及活動 

・県民カレッジ富山地区教養講座（現地研修）「里山の 

自然を楽しむ」 

・富山青少年施設協議会職員研修 

・障がい児童支援施設 体験授業 

 

1 回 

1 回 

1 回 

1 回 

 

1 回 

 

1 回 

 

1 回 

2 回 

 

14 名 

16 名 

84 名 

30 名 

 

6 名 

 

38 名 

 

24 名 

20 名 

⑥ 協賛・共催・協力事業   

ア 研究協力 

・東京農業大学 

「カモシカ眼下腺分泌液に関する研究」分泌液および 

死亡個体の眼下腺提供（継続） 

・中部大学 

「食肉目に関する共同研究」糞便提供 

      「ツシマヤマネコの腸内細菌に関する研究」糞便提供 

・富山県立大学 

「生態調査の元となる動物の鳴き声データの収録」 

鳴き声収録（継続） 

「県内に生息する動物の腸内細菌バクテロイデス属菌 

の遺伝子解析」糞便提供 

・帯広畜産大学 

      「日本鶏の形態評価およびゲノム解析の基礎研究」 

遺体および血液提供 

・富山大学 

      「ニホンライチョウの糞を用いた遺伝学的および生態学

的研究」糞便提供 

・麻布大学 

      「シンリンオオカミの常同行動に関する研究」 

  



 

 

イ 講演会 

・中部大学 「絶滅が危惧される希少な鳥類の保全 

 ～動物園と大学の活動」 

・黒部イヌワシを見守る会記念講演「富山の県鳥 

ライチョウを守る動物園での取り組み紹介」 

・きんたろう俱楽部「雷鳥 そして呉羽丘陵の動物たち」 

・富山県水墨美術館「どうぶつ百景」関連イベント 

ギャラリートーク「日本画の中の動物たち」 

・県民カレッジ高岡地区教養講座  

「知って、守ろう！ライチョウととやまの自然」 

・岐阜県生物多様性シンポジウム 

・中央アルプスライチョウ復活報告会 

 

  

⑦ 委嘱   

ア 公益社団法人日本動物園水族館協会(JAZA)関係 

・理事（執行理事 教育普及委員会の担当） 

・ライチョウ保護増殖検討会検討委員 

・ライチョウ野生復帰検討ワーキンググループ委員 

・教育普及委員会 教育研修部員 

・生物多様性委員会 ライチョウ計画管理者 

・生物多様性委員会 カワウソ専門技術員 

・生物多様性委員会 グレビーシマウマ専門技術員 

・生物多様性委員会 カモシカ計画管理者 

・生物多様性委員会 ヨウム個体群管理者 

・生物多様性委員会 アカギツネ維持種担当者 

・生物多様性委員会 ツシマヤマネコ専門技術員 

・将来構想策定のためのブレインストーミング会議委員 

 

  

イ その他 

・富山県環境審議会委員(野生生物専門部会) 

・レッドデータブックとやま改訂のための検討委員会 

・富山県環境影響評価技術審査会委員 

・輝けいのち協議会副会長  

・呉羽丘陵にホタルを呼ぶ会副会長  

・富山県ホタルの会会長 

・悠久の森実行委員会副会長 

・NPO 法人きんたろう俱楽部理事 

 

  



（４） 在来馬保全活用事業 

木曽馬や野間馬、対州馬などの在来馬の展示と保存に努め、在来馬を活用した  

乗馬やエサやり体験を実施した。 

 

（５） アニマルウェルフェア 

公益社団法人日本動物園水族館協会（以下、JAZA）が策定した「アニマルウェルフ

ェア規程」及び、「アニマルウェルフェア基準」に準拠しているか否かを判定するため、 

令和 ７ 年 11 月に JAZA アニマルウェルフェア評価員による評価を受けた。 

指摘された事項については、改善計画等を JAZAへ提出し、令和 ８ 年 ３月26日

付けで JAZA より「アニマルウェルフェア基準」に準拠している旨の証明書が発行され

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 種の保全事業 

（１） ライチョウ保護増殖事業【資料 1－⑤参照】 

① 生息域外保全 

令和 ７ 年度は、令和 ６ 年度に引き続き、繁殖補助技術開発として乗鞍岳に  

生息する野生雄から採精した精液を本園に輸送し、その精液を用いて飼育雌  

個体へ人工授精を実施した。しかし、ヒナの誕生に至らなかった。 

また、環境省が実施した令和 ７ 年度中央アルプスにおける野生復帰事業に 

協力し、野生復帰実施園館の長野市茶臼山動物園に５卵、那須どうぶつ王国に    

1 卵の発生卵を提供し、ヒナが４羽孵化した。しかしながら、初期育雛期間中に  

すべてのヒナが死亡し、野生復帰に至らなかった。 

普及啓発として、現在、本園ではオス８羽、メス８羽の計１６羽を飼育しており、 

展示を通して、生息環境の現状と保全の大切さを伝えるための普及・啓発を    

行った。 

 

② 普及啓発活動 

令和 ７ 年度は、オス８羽、メス８羽の計１６羽を飼育し、展示を通して生息環境

の現状と保全の大切さを伝えるための普及・啓発を行うとともに、新しい取り組み

として、ライチョウ保全のこれまでの取り組みを紹介しながら、ライチョウを応援して

くれる市民を増やすことを目的にライチョウ交流会を開催した。 

また、富山県民共生センターサンフォルテにて「守ろうライチョウ～動物園の飼育

繁殖技術の確立に向けた次なる挑戦～」を実施した。生息域外保全 10 年の取り

組みを報告するとともに、これまでの課題や飼育繁殖技術の今後の取り組みなど

についてディスカッションを行った。さらにライチョウを保全する意義を広く伝える

ために、オンラインセミナーを開催した。 

これらの事業は、クラウドファンディングの実施時期に合わせて行った。 

 

 

③ ライチョウ基金事業 

ライチョウの保全を目的として平成 29 年に設立した基金を有効に利活用し、

JAZA が実施する「ライチョウの飼育繁殖技術の確立」に必要な支援を行うととも

に、ライチョウの普及啓発活動を行った。 

 

 

 

事 業 名 実施日数 参加者数 

・ライチョウ交流会（令和 7 年 11 月 15 日） 

・ライチョウ基金シンポジウム（令和 8 年 1 月 24 日） 

・オンラインセミナー（令和 8 年 2 月 4 日） 

1 回 

1 回 

1 回 

100 名 

150 名 

93 名 



ア クラウドファンディング「残そう、ライチョウ！動物園の次なる挑戦」 

基金設立以降、継続的な取り組みを実施し一定の成果は出ているものの、解決

すべき課題は依然として多い状況が続いている。それらを克服すべく取り組みを

更に深化させていくため 5 カ年計画を策定し、必要となる原資を令和 7 年 11 月

15 日から令和 8 年 2 月 13 日までクラウドファンディングで支援を募ったところ、

延べ１,２８３件、総額 25,778,000 円の支援金を得ることが出来た。 

※ これまでの取り組みの加えて、令和 13 年（2031 年）3 月末までに重点的に

取り組む内容 

ア） 科学的根拠に基づく育雛率の向上 

イ） 「共生」に向けた普及啓発のアップデート 

ウ） 技術と想いの継承（人材育成） 

 

イ JAZA が取り組む「ライチョウの飼育繁殖技術の確立」への支援 

環境省の「ライチョウ保護増殖事業」において、JAZA が取り組む生息域外保全

で飼育繁殖技術の確立を目指した研究などについて支援した。 

ア） 飼育繁殖技術の確立を目指した大学との共同調査研究 

イ） 野生復帰に資する飼育下集団をつくるための飼育繁殖技術の確立に

向けた技術開発 

 

（２） 希少動物保全事業 

① ヨウム繁殖プロジェクト事業 

令和 ６ 年度に引き続き、中部大学（応用生物学部：牛田卓越教授）等が取り 

組む、JICA 草の根技術協力事業「ウガンダ共和国絶滅危惧種ヨウム保全の地域

連携モデルケース構築支援」（2021～2025 年）や、研究者と連携し、絶滅危惧種

であるヨウムの野生復帰を想定した飼育下繁殖技術の確立を目指した取り組みを

推進した。 

令和 ７ 年度は、新たに人工採精の技術開発に取り組むなど野生復帰を想定し

た 繁殖技術の確立のほか、普及啓発を推進し人材育成にも取り組んだ。 

 

ア  野生復帰を想定した繁殖技術の確立 

令和 ７ 年度は、人工採精の技術開発を開始したほか、群れまたはペア形成の 

技術開発や、大学と連携した糞中の繁殖ホルモン及びストレスホルモン測定の  

分析に取り組むとともに、関係施設との情報共有のためのワーキンググループ  

会議を開催した。 

成果としては、飼育している２羽の雌のヨウムで産卵は確認されたが発生はせ

ず、未受精卵であった。また、人工採精を雄４羽で計８回試みたが、結果として  

採精には至らなかった。 

 



イ  普及啓発活動 

保護活動等に関する講演会の他、親子やこどもを対象のイベントを開催した。 

・ オウム・インコの日イベント  令和 7 年 6 月 14 日（土）、15 日（日） 

内容 回数 参加者数 

・インコのためにおもちゃを作ってみよう 

・オウムインコデー特別クイズ大会 

2 回 

2 回 

28 名 

54 名 

 

・ ヨウム講演会  令和８年 1 月１０日（日）13：30～15：30 

 講師 演題 参加者数 

講演 1 牛田一成 氏(中部大学 ヨウム繁殖

プロジェクト共同研究者)  

ウガンダ共和国における

ヨウムの保全活動 

39 名 

 

講演 2 青山三菜(ファミリーパーク職員) ヨウムの飼育下繁殖の取

り組み 

講演 3 富山国際大学 国際交流グループ

BRIDGE 

大学生が考えるヨウムの

保全活動 

 

ウ  人材育成 

人工授精の技術の確立に向けて、海遊館 （大阪市）で令和 7 年１１月に実施

されたコツメカワウソの人工授精に職員を派遣し研修を行った。 

 

 

② ホクリクサンショウウオ域外保全事業 

令和 ６ 年度に引き続き、ホクリクサンショウウオの生息域内、生息域外で連携

した保全活動を実施した。 

 

ア  生息域内保全 

園内の生息地の調査と、将来、繁殖池となる可能性のある場所を選定し、 

新規に池を造成したその後の水量などの経過を調査した。 

 

イ  生息域外保全 

園内の野生個体を導入し、飼育下繁殖の技術確立に取り組んだ。 

 

ウ  普及啓発活動 

ガイドや生体展示を通して、普及啓発活動を実施した。 

 

 

 



エ  人材育成 

三浦半島「小網代の森」において自然環境と生き物の保全活動を行い、ガイ

ド活動も担っている NPO 法人小網代野外活動調整会議の活動を、地域ぐる

みでホクリクサンショウウオを保全する体制の構築を目指し、視察した。 

 

③ 希少動物保全基金事業 

希少種の保全に関する技術開発及び、人材育成を目的として設立した基金を  

有効に活用し、持続可能な生物多様性の保全や運営に必要な事業を実施した。 

 

ア  基金の周知 

基金の目的を広く、市民・県民・国民に周知するとともに、寄附を募っていくた

めのパンフレットを作成・配布した。 

 

イ  オリジナルグッズの開発 

オリジナル商品のコーヒーやトートバッグなどの販売を行った。 

 

 

4 地域事業 

（１） くれは悠久の森事業 

「悠久の森実行委員会」(47 団体)に事務局として関わり、地域施設や住民と連携

して事業に取り組んだ。 

事   業   名 実施日数 参加者数 

① 悠久の森実行委員会（合同部会長会議含む）  3 日 49 名 

② 悠久の森コーディネーター会 ４日 3８名 

③ 悠久の森 2025「森であそぼう」 1 日 2,618 名 

④ くれは 

悠久の森 

連携事業 

 

呉羽丘陵散策 2 日 50 名 

森の学び舎 園内解説 1 日 6 名 

呉羽地区長寿会体験研修 1 日 26 名 

ホクリクサンショウウオ 

保全プロジェクト事業 

出前授業 9 日 342 名 

生息地整備 1 日 5 名 

里親事業 19 日 310 名 

産卵調査 ３日 9 名 

合 計 3,4５３名 

 

 

 

 

 



（２） 輝け！いのちの集い事業 

富山市ファミリーパークと「輝けいのち協議会」が主催の、「輝け！いのちの集い」と、

いのちに関する講演会を実施した。 

事   業   名 実施日数 参加者数 

① 輝けいのち協議会 ４日 45 名 

② 輝け！いのちの集い 202５ 

「わくわくドキドキ生きているってすばらしい」 
1 日   3,320 名 

③ いのちの講話～いのちを育む「食」を考えよう～ 1 日 27 名 

合 計   3,392 名 

 

（３） 地域連携事業 

地域の関係施設や団体と連携した事業に積極的に取り組んだ。 

団 体 名 活 動 名 実施日数 参加者数 

① 呉羽丘陵にホタルを呼

ぶ会 

打ち合わせ 1 日 9 名 

会員によるホタル勉強会 1 日 95 名 

ホタルと夜とファミリーパーク 解説 1 日 7 名 

富山市立古沢小学校 3.4 年生に 

よるカワニナ放流 
2 日 34 名 

生息地整備 1 日 3 名 

② 呉羽丘陵月いち 

ウオーク実行委員会 

呉羽丘陵フットパス月いちウオーク 12 日 2,545 名 

フットパス下見、整備  12 日 111 名 

打ち合わせ 12 日 74 名 

③ 富山市立 

古沢保育所 
「ファミリーパーク里山自然体験」 2 日 44 名 

④ とやま森の四季彩 

フォト大賞実行委員会 

とやま森の四季彩フォトコンテスト 

親子写真教室 
1 日 39 名 

⑤ 富山ガラス工房 「ライチョウガイド」 2 日 13 名 

⑥ 呉羽丘陵ウオーク 

実行委員会 
呉羽丘陵ウオーク 1 日 340 名 

⑦ 富山市児童クラブ 

連絡協議会 
富山こども大会 1 日 225 名 

⑧ 金屋ふるさとの会 
総合的な学習 

（富山市五福小学校 5 年生） 
1 日 87 名 

⑨ NPO 法人 

園むすびプロジェクト 
公園視察 解説 1 日 52 名 

⑩ 富山大学 小児病棟 

訪問サークル青い鳥 

まちなか医薬学教室 

in ファミリーパ―ク 
2 日 520 名 

合 計 4,198 名 



（４） ボランティア活動支援事業 

市民団体や企業による園内でのボランティア活動について、活動の支援を行った。 

団 体 名 活 動 名 実施日数 参加者数 

① 市民いきものメイト 

総会・運営委員会等 10 日 67 名 

里山整備活動 5 日 36 名 

里山教室等イベント従事 9 日 37 名 

里山教室 4 日 94 名 

② NPO 法人 

   きんたろう倶楽部 

園内竹整備 3 日 21 名 

呉羽丘陵竹林整備ボランティア 1 日 132 名 

竹林整備準備・片付け 6 日 52 名 

きんたろうの森・わくわくの森整備 17 日 128 名 

イベント準備、従事 2 日 19 名 

富山県立富山北部高等学校探究 2 日 103 名 

総会・記念講演会 1 日 30 名 

③ 富山県ホタルの会 

総会 1 日 26 名 

記念講演「ゲンジボタルの増殖」 1 日 26 名 

執行部会・役員会等 5 日 31 名 

研修会（北信越ホタル研究交流会） 2 日 33 名 

④ 古沢地区ボランティア 植樹地草刈 1 日 5 名 

⑤ 富山ライオンズクラブ

合同アクティビティ 
竹林整備 1 日 雨天中止 

⑥ 情報産業労働組合連

合会ボランティア活動 
幼竹伐採作業 1 日 46 名 

⑦ 連合富山地域協議会

ボランティア活動 
花の苗と球根植え付けとゴミ拾い 2 日 57 名 

⑧ シルバー人材センター

ボランティア活動 
駐車場清掃 1 日 24 名 

⑨ 中部大学ボランティア 竹切りボランティア・解説 2 日 35 名 

⑩ 古沢小学校、PTA 春の開園前美化ボランティア 1 日 ５２名 

合 計 １，０５４名 

 

 

 

 

 



（５） 活性化事業     

ゴールデンウィークや夏休みなど時季にあわせた催物を実施した。 

事  業  名 実施日数 参加者数 

① ファミリーパーク動物

友の会 

192 回例会、193 回例会、 

194 回例会、195 回例会 
４日 167 名 

② 開園記念日 

イベント 

オリジナルポストカードプレゼント 1 日 1,000 名 

里ノ助の一日園長 1 日 100 名 

③ GW イベント ファミパの見どころクイズラリー 11 日 6,304 名 

里山スポットガイド 3 日 135 名 

里ノ助とあそぼう（「お誕生日会」含む） 5 日 965 名 

④ ドリームナイト・ 

アット・ザ・ズー 
6 月 2８日（土）17 時～19 時 1 日 722 名 

⑤ ナイトズー 

(8 月、9 月) 

8 月 9 日（土）、10 日（日） 

9 月 13 日（土）、14 日（日） 

21 時まで延長開園 

4 日 10,767 名 

光の動物とかけっこ 2 日 900 名 

里山ガイド「セミの羽化観察会」 1 日 250 名 

⑥ 朝のファミパ特別 

開園 
７月 26 日(土) 7：00～9：00 1 日 138 名 

⑦ 秋イベント 里ノ助のプチ運動会 1 日 125 名 

ハロウィンフォトスポット 14 日 ― 

里ノ助のハロウィン散歩 4 日 422 名 

富山子ども大会 里ノ助さんぽ 1 日 100 名 

⑧ 冬期開園イベント スタンプカードで景品プレゼント 77 日 512 名 

里ノ助のクリスマス会 1 日 150 名 

クリスマスフォトスポット 25 日 ― 

プラバンでキーホルダーをつくろう 2 日 25 名 

里ノ助のチョコチョコじゃんけん 3 日 650 名 

干支の缶バッジプレゼント 4 日 447 名 

ファミリーパークオリジナルカレンダー

プレゼント 
10 日 100 名 

⑩ 春開園イベント 里ノ助のお出迎え 1 日 50 名 

⑪ 里ノ助出演 くれは華街道「里ノ助とあそぼう」  

 (主催：富山北商工会呉羽支部) 
1 日 28 名 

合  計 24,577 名 

 

 

 

 



（６） 広報活動 

ファミリーパーク通信｢グルーミング｣を発行し、市内の全小学校に配布するなど、 

本園に関する情報や実施事業の案内などについて情報発信に努めた。 

イベントに関するリーフレットを市内および近隣市町村の保育所、幼稚園に積極的に

配布した他、高齢者向けの広報媒体に広告を掲載するなど、本園の魅力や事業内容を

多くの方々に周知することに努めた。 

また、毎週ラジオ出演するなど雑誌や新聞、テレビ、SNS 等の広告媒体での広報に

努めた。 

インターネットを用いた広報は、公式ホームページ、フェイスブック、Ｘ（ツイッター）、

ユーチューブ、インスタグラム、ラインの運用を行った。 

本園ホームページのアクセス数は 886,314 件となった。また、フェイスブックと   

インスタグラムではそれぞれ 373,251 回、2,435,379 回の閲覧があり、ユーチュー

ブでは 91,726 回の再生回数があった。 

このほか、富山市広報課を通じて６２件の報道リリースを行い、新聞、テレビ、ラジオ

などの取材に積極的に対応した。       

 

主な報道リリース 

期 日 タ イ ト ル 

4 月     9 日 ファミパ動物選挙について 

4 月 22 日 GW イベントについて 

5 月      7 日 ファミリーパーク生物多様性月間イベントについて 

5 月     21 日 「世界カワウソの日」イベントについて 

6 月       11 日 「オウムインコデー」のイベントについて 

6 月      11 日 「ホタルと夜とファミリーパーク ２０２５」について 

6 月 25 日 「ドリームナイト・アット・ザ・ズー」について 

7 月 23 日 企画展「この歯は何をたべるがけ？」について 

7 月 23 日 第４１回富山市ファミリーパーク動物写生コンクールの表彰式について 

7 月 23 日 「朝のファミパ特別開園」について 

8 月  6 日 延長開園「ナイトズー」について 

8 月  6 日 「暑さに負けるな！ひえひえおやつタイム」について 

9 月     17 日 輝け！いのちの集い２０２５について 

9 月 25 日 「第５０回動物愛護に関する標語コンクール」での受賞について 

11 月    12 日 ウガンダ野生生物保全教育センター職員研修について 

11 月    12 日 クラウドファンディングの実施および「ライチョウ交流会」の開催について   

11 月 26 日 冬期の営業と１２月からのイベントについて 

12 月 24 日 新春のイベントについて 

1 月    14 日 ライチョウ基金シンポジウム２０２６の開催について 

2 月    16 日 クラウドファンディング寄付金総額確定について 

3 月      11 日 春の開園について 



５ 里山事業 

（１） 里山保全管理・整備研究事業 

ホタルのおやどや湿地帯の管理を実施し、ホタルなどの水生生物の生息環境の  

保全に努めた。また、ホクリクサンショウウオ保全プロジェクトの一環として、市民いき

ものメイトと共に産卵地の整備・維持に努めた。 

自然散策路の整備を実施した他、団体やボランティアと共に二次林に侵出したモウ 

ソウチクやコナラ植樹地林内の藪の除伐を行い、自然植生の保護と復元に努めた。 

 

（２） 里山活用事業 

園内に生息する野鳥、昆虫、草花など、季節ごとの見どころを「自然だより」で    

園内に掲示し情報発信したほか、里山展示「感じて楽しむ身近な自然」を季節にあわ

せて更新し、見る・触るなど五感で自然の楽しさを体験してもらった。 

隔月で里山ガイドを実施し、カエルや昆虫などのテーマを決めて自然について深く

楽しく知る機会をつくった。さらに、保育所には自然を活用した体験や観察で身の周り

の環境に目を向け、学びにつながるきっかけづくりをした。 

また、「呉羽丘陵月いちウオーク」の実施を通して、呉羽丘陵フットパスの利用を推進

するとともに、本園の呉羽丘陵の活動拠点としての機能の強化に努めた。 

 

事   業   名 実施日数 参加者数 

① ムササビ村 観察モニター 常設展示 ― 

② 野鳥観察舎 情報展示 常設展示 ― 

③ 園内自然散策路「自然だより」 常設展示 ― 

④ 「ホタルと夜とファミリーパーク 2025」     1 日 1,382 名 

⑤ 里山ガイド     1２日 148 名 

⑥ 里山スポットガイド     3 日 135 名 

⑦ 富山市立古沢保育所 

「ファミリーパーク里山自然体験」 
    2 日 44 名 

⑧ 呉羽丘陵月いちウオーク    12 日 2,545 名 

合  計 ４，２５４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 収益事業等 

新たなオリジナル商品を立案し、様々なイベントに併せて販売促進に努めた。 

また、引き続き国際フェアトレード認証を受けたコーヒードリップバッグ（国際希少野生

動植物１０種のオリジナルデザイン）と、国際希少野生動植物種をデザインしたタオル  

ハンカチやトートバッグの販売を促進し、売り上げの一部は希少動物保全基金に寄付し

た。 

 

1 売店・食堂等 

 

2 ホースライド事業 

事   業   名 実施日数 参加者数 

① 在来馬を活用した事業    

ゆらゆら乗馬（木曽馬） 182 日 3,021 名 

障害者乗馬会 

「障がいのある方のための乗馬会」 
    4 日      36 名  

② ナイト乗馬（8、9 月） 3 日 105 名 

③ エサやり体験 343 日 34,714 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   業   名 実施日数 販売数 

① 移動販売車（悠々ワゴン）でのアイスクリーム販売 １５日 1,100 個  

② オリジナル「トートバック」の販売 ― 78 個  

③ オリジナルフェアトレードコーヒー 

「ハッピーアニマルコーヒー」 
― 

単品 266 個  

130 セット  

④ タオルハンカチ（ヨウム、コンゴウインコ）   ― 107 個  

⑤ アクリルキーホルダー 10 種 ― 572 個  

⑥ ナイトズー「牛乳パックランタン作り」    4 日 269 個  



売　上　高 前年度実績 床面積・卓数・脚数

売
きりん食堂 6,079,536 6,139,241 109.87㎡　

かふぇムー 10,507,833 9,965,178 55.00㎡

店
2店計 16,587,369 16,104,419 164.87㎡

食
きりん食堂 4,446,260 4,235,730 309.13㎡　　11卓　　26脚

かふぇムー 9,818,900 9,619,160 250.00㎡　　17卓　　36脚

堂
2店計 14,265,160 13,854,890 559.13㎡　　27卓　　62脚

330,000 875,000

5,066,641 6,174,820

5,912,400 6,121,700 ゆらゆら乗馬、人参販売

338,400 381,600 60台

1,950,500 2,034,200
ガス：8人掛×1卓・6人掛×9卓
炭：8人掛×5卓・ 4人掛×5卓
　　　　　　　　　　　　　計　122脚

2,057,181 2,363,486

1,603,035 1,536,501
移動販売手数料、バッテリーカー
等

48,110,686 49,446,616

0 4,000

48,110,686 49,450,616

８．売店・食堂等売上状況

売店・食堂等売上状況

施　　設　　名

販

売

収

入

悠 々 ワ ゴ ン

出 店 等

ホ ー ス ラ イ ド

雑　　収　　入

合  計

（令和7年4月1日～令和8年3月31日）　　　（単位：円）　

そ

の

他

の

収

入

ベビーカ ー使用
料

バーベキュー使用料

自動販売機手数
料

そ の 他

事　業　収　入

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 評議員会等議決事項 

 １ 評議員会 

（１） 第 １ 回 評議員会 令和 7 年 4 月 1 日開催（決議の省略） 

・ 理事の選任について 

 

（２） 第 ２ 回 評議員会 令和 7 年 6 月 6 日開催 

・ 令和6年度貸借対照表、正味財産増減計算書並びに付属明細書及び

財産目録の承認について 

・ 監事の選任について 

・ 役員及び評議員の報酬等並びに費用の支給に関する規定の改定につ

いて 

・ 令和 6 年度公益財団法人富山市ファミリーパーク公社事業報告につ

いて 

 

２ 理事会  

（１） 第 １ 回 理事会 令和 7 年 4 月 1 日開催（決議の省略） 

・ 常務理事の選定について 

 

（２） 第 ２ 回 理事会 令和 7 年 5 月 19 日開催 

・ 令和 6 年度希少動物保全基金事業報告について 

・ 令和 6 年度希少動物保全基金収支決算について 

・ 令和 6 年度事業報告について 

・ 令和 6 年度収支決算について 

・ 定時評議員会の招集について 

・ 公益財団法人富山市ファミリーパーク公社業務の執行状況報告（令和

７年４月１日～令和７年５月６日） 

 

（３） 第 3 回 理事会 令和 8 年 1 月 27 日開催（決議の省略） 

・ 一般会計補正予算について 

 

（４） 第 4 回 理事会 令和 8 年 3 月 27 日開催 

・ 令和 8 年度事業計画について 

・ 令和 8 年度収支予算について 

・ 令和８年１月末までの公益財団法人富山市ファミリーパーク公社業務

の執行状況報告 

 

（５） 第 5 回 理事会 令和 8 年 3 月 30 日開催（決議の省略） 

・ 理事の推薦について 



Ⅳ 基本財産等の管理 

１ 基本財産                 30,000,000 円 

・ 三井住友信託銀行 10,000,000 円 

預入期間       令和 4 年 4 月 21 日～令和 9 年 4 月 21 日 

・ なのはな農業協同組合 10,000,000 円 

預入期間       令和 5 年 4 月 21 日～令和 10 年 4 月 21 日 

・ みずほ信託銀行  10,000,000 円 

預入期間       令和 5 年 4 月 27 日～令和 10 年 4 月 27 日 

 

 

２ 定期預金及び投資有価証券   64,281,727 円 

(ア) 定期預金 

・ 富山第一銀行    10,000,000 円 

      預入期間       令和 7 年 10 月 24 日～令和 8 年 10 月 26 日 

・ 富山信用金庫    10,000,000 円 

      預入期間       令和 7 年 10 月 28 日～令和 8 年 10 月 28 日 

・ 北陸銀行       8,743,727 円 

預入期間     令和 8 年 3 月 31 日～令和 9 年 3 月 31 日 

・ 北陸銀行      15,538,000 円 

預入期間     令和 8 年 3 月 30 日～令和 9 年 3 月 30 日 

   

(イ) 投資有価証券 

・ 大阪府公募公債    20,000,000 円 

保有期間     平成 30 年 1 月 30 日～令和 10 年 1 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


